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１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査

（１）人口

①人口・世帯数の動向

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所資料）

• 2020年の安来市の人口は37,062人であり、10年前の2010年に比べ、△4,774人（△11.4％）減少。

• 世帯数はこの10年間で12,820世帯から12,835世帯となり、15世帯（0.1％）増加。

• 令和2年国勢調査をもとに国立社会保障・人口問題研究所が令和5年12月に発表した資料によると、今後も人口減少は続き、令和
22年には26,592人と推計される。→2020年に比べ約△10,470人（△28.2％ ）減少。
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１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査

• 年少人口（0～14歳）、生産年齢人口（15～64歳）が減少で推移する一方、高齢者人口（65歳以上）は増加傾向であったが、
2020年を境に減少へ転じて推移している。

• 2000年には高齢者人口一人を支える生産年齢人口は約2.4人であったが、2020年には、高齢者人口一人を約1.4人の生産年齢人口
で支える社会構造となっている。

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所資料）
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１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査

③住民基本台帳の人口推移（ここ１０年間）

（資料：住民基本台帳資料）

• 2023年の安来市の人口は35,855人であり、10年前の2014年に比べ、△4,931人（△12.1％）減少。
（国勢調査の10年間よりさらに人口減少が加速している）
• 特に年少人口の減少率が高い。高齢者は増加傾向にあったが、減少に転じている。

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

R1

(2019)

R2

(2020)

R3

(2021)

R4

(2022)

R5

(2023)
増減 減少率

年少人口 4,969 4,901 4,783 4,682 4,579 4,448 4,320 4,163 3,987 3,848 -1,121 -22.6%

生産年齢人口 22,192 21,674 21,272 20,796 20,484 20,008 19,541 19,115 18,760 18,455 -3,737 -16.8%

老年人口 13,625 13,774 13,880 13,931 13,899 13,898 13,879 13,838 13,644 13,552 -73 -0.5%

合計 40,786 40,349 39,935 39,409 38,962 38,354 37,740 37,116 36,391 35,855 -4,931 -12.1%
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１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査

④住民基本台帳の年齢別人口の比較

（資料：住民基本台帳資料）

• ０歳児をはじめとする低年齢人口が減少した。（出生数の減少がつづいている）
• 20～40代の人口が大幅に減少した。
（子育て世代の転入を増やしていかないと年少人口の維持や生産力の維持は困難な状況になる可能性がある）
• 団塊の世代が高齢化した。今後当分の間は後期高齢者が増加していくが、減少していく。

出生数の減少

若い世代の減少

高齢化の進展
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１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査

⑤住民基本台帳の地域別人口（全体）の比較

（資料：住民基本台帳資料 12月末）

• 地域別では、比田、山佐、布部、井尻、赤屋で減少率が20％を超えている
• 島田はほぼ現状維持で、安来、赤江でも減少率は8%程度で減少率は低い値になっている
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⑥人口減少の要因



１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査

（資料：しまね統計データベース市町村・都道府県間移動者数（年報））

転出・転入の理由

• 転出超過が大きい移動理由としては、就職、就学・卒業、結婚・離婚・縁組・離縁、住宅などが多くなっている。

• 転入超過では、退職、家族の都合が多くなっている（高齢者等のUIターン）。
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１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査

（資料：しまね統計データベース市町村・都道府県間移動者数（年報））

転出・転入の移動地状況

• 2023年における県外移動の地方別内訳では、鳥取県からの転
入者が180人と最も多く、次いで広島県（51人）、外国（38
人）となっている。

• 県内移動では、松江市への転出者が241人となり転出超過と
なっており、県内全体の社会増減としては70人の社会減で
あった。
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１．安来市の現状
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（２）経済・産業

• 就業者数は1985年をピークに年々減少しており、令和2年度国勢調査によると、就業者人口は19,181人となっており、安来市の
総人口（37,062人）に対し、約51.8％の住民が就業している。

• 産業別にみると第3次産業が最も多く、令和2年国勢調査では全就業者の約58.0％にあたる11,123人となっている。

（資料：国勢調査）
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• 令和3年での事業所数は81事業所、従業者数は5,617人、製造品出荷額等は約1,788億円となっている。

• 2013年と比較すると、事業所数、従業者数ともに増加減少をしつつも近い数値になっている。製造品出荷額等は増加し、事業所
当たり・従業者当たりの製造品出荷額等も増加している。

（資料：工業統計調査、経済センサス活動調査、経済構造実態調査）
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• 商業統計調査及び経済センサスによると、平成28年における小売業・卸売業に関する事業所数は392事業所。

• 平成16年と比べ、事業所数、従業者数、年間商品販売額はいずれも減少している。

③商業

（資料：商業統計調査、経済センサス活動調査）
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• 農林業センサスによると令和2年の農家数は2,401戸。

• 農家数は減少傾向にあり、平成12年から令和2年の20年間で1,506戸（減少率38.5％）の減となっている。

（資料：農林業センサス）
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14

安来市は、農業と工業が特徴のまち

• 総人口は、山陰地域の都市で８番目

• 第１次産業と第２次産業の就業者数の割合は、山陰地域の都市でNO.1

• 県内の市では、比較的高齢化率が低い（松江市、出雲市について３番目）

１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査

（３）山陰地域におけるポジショニング



１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査
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• 製造品出荷額は出雲市、鳥取市についで３番目

• しかし、商品販売額は10番目で、人口あたりの大規
模小売店舗も少なく、商業は、周辺都市に依存して
いる傾向がみられる。

• 働き場が限定されることから、自市での就業者率も
低く、昼間人口率も低い順位になっている。

• 小中学校は、１校当たりの児童、生徒数が少なく、
小規模校が比較的多いと推測

• 医師の数も少なく、医療環境も比較的脆弱である。

項目

データ年
単位

1 松江市 203,616 倉吉市 1.12 出雲市 586,630 安来市 36.1%

2 鳥取市 188,465 米子市 1.04 鳥取市 297,057 雲南市 23.5%

3 出雲市 172,775 松江市 1.03 安来市 178,859 境港市 23.4%

4 米子市 147,317 鳥取市 1.03 米子市 173,141 出雲市 18.3%

5 浜田市 54,592 浜田市 1.02 松江市 139,243 大田市 17.8%

6 倉吉市 46,485 益田市 1.01 倉吉市 102,275 江津市 17.1%

7 益田市 45,003 境港市 1.00 雲南市 91,161 倉吉市 13.9%

8 安来市 37,062 大田市 0.99 境港市 89,045 鳥取市 12.6%

9 雲南市 36,007 出雲市 0.99 浜田市 65,926 益田市 12.3%

10 大田市 32,846 江津市 0.98 大田市 65,642 浜田市 10.0%

11 境港市 32,740 安来市 0.97 江津市 49,084 米子市 8.1%

12 江津市 22,959 雲南市 0.94 益田市 48,423 松江市 7.6%

総人口 昼間人口率
製造品

出荷額等

製造業

従業員比率

2020 2020 2021 2022

人 百万円 ％

項目

データ年
単位

1 松江市 648,010 倉吉市 9.4% 米子市 1.90 鳥取市 94.0% 米子市 341.0 米子市 318.2 米子市 6.0

2 鳥取市 452,652 境港市 9.1% 境港市 1.83 益田市 92.7% 松江市 308.3 鳥取市 301.6 出雲市 4.9

3 米子市 415,258 松江市 8.4% 松江市 1.72 浜田市 91.8% 出雲市 286.9 出雲市 300.4 倉吉市 4.1

4 出雲市 324,837 浜田市 8.2% 益田市 1.33 松江市 89.5% 境港市 272.7 松江市 291.4 松江市 3.0

5 浜田市 111,898 米子市 8.1% 倉吉市 1.29 大田市 89.4% 鳥取市 233.3 境港市 263.0 鳥取市 3.0

6 境港市 111,307 鳥取市 7.8% 鳥取市 1.27 出雲市 87.9% 倉吉市 176.2 倉吉市 230.8 浜田市 3.0

7 倉吉市 104,715 益田市 7.7% 出雲市 1.27 米子市 80.9% 浜田市 150.1 安来市 188.6 益田市 2.6

8 益田市 74,651 出雲市 7.3% 大田市 1.22 倉吉市 79.7% 益田市 144.1 浜田市 136.2 大田市 2.3

9 大田市 45,057 大田市 6.8% 浜田市 0.92 江津市 76.2% 江津市 139.6 益田市 133.0 境港市 2.1

10 安来市 39,068 江津市 6.6% 江津市 0.87 安来市 71.0% 雲南市 110.2 大田市 132.2 安来市 1.9

11 雲南市 38,185 雲南市 5.6% 雲南市 0.83 雲南市 70.6% 安来市 102.6 雲南市 131.0 江津市 1.8

12 江津市 26,916 安来市 4.9% 安来市 0.81 境港市 67.0% 大田市 95.1 江津市 122.3 雲南市 1.6

小学校

1校当たりの生徒数

中学校

1校当たりの生徒数

人口千人当たりの

医師数

2020 2022

人口１万人当たりの

大規模小売店舗数

2022 2020

％ 人/校 人/校

2022

店舗 人

商業年間

商品販売額

商業

従業員比率

2020 2022

百万円 ％

自市区町村で従業して

いる

就業者数率
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暮らしやすさの状況（生活環境）

区分 指標区分

強み 住宅環境、地域行政、自然の恵みなど

弱み 医療・福祉、買い物・飲食、移動・交通、デジタル
生活、公共空間、環境共生など

• 住宅の規模が大きく、一戸建て持ち家率が高い。図書帯出者や博物
館入館者数が多い。

• 木材供給ポテンシャルや炭素吸収量も高い。

• 医療施設や商業施設、駅やバス停留所の徒歩圏カバー率などが総じ
て低い。

１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査
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暮らしやすさの状況（地域の人間関係）

区分 指標区分

強み 拡大家族世帯割合、長期間居住、宗教事業所数
自治体の管理職女性割合

弱み 自殺者数、祭りの数、関係人口創出活動
自治体職員における障がい者の割合

暮らしやすさの状況（自分らしい生き方）

区分 指標区分

強み 選挙の投票率、健康寿命、生涯学習受講者数
完全失業率、高齢者有業率、高卒者進路未定者数

弱み 大卒・院卒者の割合、創業比率、新規設立法人の割
合など

１．安来市の現状
計画策定のための基礎調査
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